９．１　ご命題達成　について挨拶

皆様、おはようございます。
日々の、活動誠にお疲れ様です。

早速ですが、現下の目前のご命題である
令和3年法華講員８０万人態勢の名実ともの構築に向けて、ひとこと申し上げます。

体制と申しますのは、当然ですが、法華員のことを言うわけです。
そもそも、法華講員とは、ここにございます法華員の心得という冊子ににございますが、
心構えとして、要約しますと次の６つが御座います。
・日蓮正宗の３宝に帰依しましょう
・自行化他に励みましょう
・謗法を戒めましょう
・寺院へ参詣しましょう
・異体同心を心がけましょう
・社会から信頼される人になりましょう

これら、心構えの基本となるのは日々の朝夕の勤行であることは言うまでもございません。
現在、平日、週末、昼夜を問わずまた年代性別を問わず様々な形で新入信の方々と勤行を
ご一緒させていただく勤行支援が支部内に浸透して参りました。
この、勤行支援体制をさら支部をあげて進歩させて参ります。
そのためには、新たに入信なさった方へ今まで以上に、連絡をとり出来る限り勤行をご一緒して、更にはご本尊下付を今まで以上に推進して参ります。

いく意識を活動者全員が持って参りたいと存じます。
支部全体で、月間２０人以上の方への勤行支援をひとつの目標に進んで参りましょう。

日々、最も大事なのは勤行でございますが、その月で最も大事なのは
第二日曜日のご報恩御講となり、年間であえば御会式になります。

この、月間最重要行事である御講にきっちりと新入信者、また寺院参詣から遠ざかっている方々をお誘いして一緒に参詣させていただくのが大切となります。
日蓮大聖人様にご報恩感謝申し上げ、
ご住職のご法話を聴聞することでその方の信心が、更に堅固なものになっていくわけですから何よりも大事しなくてはなりません。

役員、活動者は毎月の御講をなによりも大切にしなくては支部の発展はあり得ないと心得て参りたいと思います。

そして、年に２－３回計画される支部総登山への参加となります。
ご隠尊日顕上人猊下の御指南
【支部登山の目的は支部の足腰を鍛えることにある】
と仰せです。

前年末には日程が決まっている、支部総登山へは計画的に、ご眷属、区内の方々へ
お声がけして参りたいと思います。

名実ともに体制を構築するために、まとめるならば、
大きなポイントとして３点となります。

・勤行支援体制の更なる進歩させよう（月間２０人以上へ）
・毎月の御講参詣、御会式へ、さらに大事に啓蒙声かけしていこう（御講参詣支部目標、２３０人）
※御会式の目標は別途お知らせいたします。
・支部総登山（都度目標の達成）しよう

大聖人様は、
【皆人のこの経を信じはじむるときは信心あるように見え候が、仲程は信心も弱く、僧をも恭敬
せず、供養をもなさず、自慢して悪見をなす、これ恐るべし恐るべし、はじめよりおわりまで
いよいよ信心をいたすべし】
と仰せです。

われわれは、日々新たな気持ちで初心を忘れることなく、
猊下様の御指南、ご住職様のご指導の通りに全員で前進して参ります。

以上、、ご清聴ありがとうございました。


